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研究成果の概要（和文）：欧米の新しい学問潮流である編集文献学について、学際的に構成されたメンバーが共
同して総合的な検討をおこなった。メンバーは国内外の多くの学会で発表し、欧文と日本語で多数の論文を公刊
した。また当チームでもいくつか会議を主催し、とくに2015年3月の国際会議「日本における文献学の受容と展
開」（埼玉大学）および「編集文献学の理論と実践」（慶應義塾大学）、また10月の国際会議「近代日本の教養
形成とテクスト編集」（埼玉大学）では海外の研究者と活発な議論を交わした。さらに2015年10月には総まとめ
として、メンバーで共同執筆した著書『テクストとは何か-編集文献学入門』（慶應義塾大学出版会）を刊行し
た。

研究成果の概要（英文）： This research project concerning Western textual scholarship was carried 
out by a team consisting of fifteen scholars representing various fields, such as German, English, 
and Japanese literature, Japanese history, Western Classics, etc., aiming at a future critical 
reception into the humanities in Japan. Besides reading many papers inside and outside Japan and 
publishing many articles in Japanese, English and German, we organized international conferences, 
including the workshop “Reception and Development of Philology in Japan” and the symposium “
Theories and Practices of Western Textual Scholarship” respectively at Saitama University and Keio 
University in March 2015, and the conference “Textual Studies, Canonical Texts and Liberal Arts 
Education in Modern Japan” at Saitama University in October 2015. Moreover we collaboratively wrote
 and published the book “What is a Text? : An Introduction to Textual Scholarship” as the 
culmination of our joint research.
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１． 研究開始当初の背景 
編集文献学は、19 世紀後半から体系化が進
んだドイツ文献学が、 20 世紀初頭にヨーロ
ッパ各地で受容されて、国別、分野別に細
分化したあと、最近になってあらためて融
合される形で成立、発展しているものであ
る。その融合が近年になって生じた背景に
は、情報技術の飛躍的な進歩にともなう人
文学資料基盤のドラスティックな変化があ
る。インターネットとコンピュータの普及
は、人文学研究の基盤をめぐる環境に、グ
ローバル化とデジタル化という 2つの大きな
潮流をもたらし、そのなかでその基盤構築
をめぐる理論が、汎ヨーロッパ・アメリカ
規模で再検討されているのである。 
研究代表者は、カフカ・テクストにおける遺
稿編集の問題を思考する過程で、上記の新し
い潮流の重要性を認識し、以来カフカ研究の
かたわら、この学問の理論と実践の両面に関
して、とくにデジタル化の側面に焦点をあて
理解に努めてきた。その成果として、2009
年に共訳書『グーテンベルクからグーグルへ
−文学テキストのデジタル化と編集文献学』
を、また 2011 年には『人文学と電子編集−
デジタル・アーカイヴの理論と実践』（いず
れも慶應大学出版会）を上梓し、さらに 2010
年 3月には日本で初の編集文献学に関する国
際会議「21 世紀の編集文献学を考える国際会
議」も開催した。本プロジェクトは、こうし
た活動を通じて、出会い交流し、議論を交わ
してきたことに基づいて、企画されたもので
ある。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、上記のような欧米での学問
的動向を総合的に理解し、最終的には日本の
文化環境に適した独自の批判的受容を目指
すものである。今回のプロジェクトではそこ
にいたる重要なプロセスとして、欧米におけ
る１９世紀ドイツ文献学から現在の編集文
献学の成立にいたる歴史的経緯と、これまで
の日本の人文学における西洋文献学の受容
についての理解を中心的な検討課題に据え
ている。          
 
３．研究の方法 
（１）本プロジェクトメンバーの専門分野は、
近代ドイツ文学、近代英米文学、近代日本文
学、西洋古典学、西洋中世学、ルネサンス、
さらには日本古典学、日本史学と多岐にわた
っている。したがって、開始から 2年間はテ
ーマごとに班を編制し、頻回のミーティング
を重ねて意見交換を密にし、相互の学問的理
解を深めることに努めた。また、各年度 3回
から 5回の全体研究会も開催し、メンバーに
よる報告とメンバー間での研究討論をおこ
なった。全体研究会での主な報告の論題は以
下のとおり（後述する書籍の各章の元となっ
た発表は除く）。「日本における文献学の受容
-ドイツ文献学と国文学」（黒田彰）、「定家本

『土佐日記』の扱いについて」（武井和人）、
「日本史学は＜ドイツ文献学＞を受容した
のか？」（近藤成一）、「近代の全集について」
（宗像和重）、「Bedier 以降の中世テキスト批
判の研究史概説」（松田隆美）、「ラハマン法
の成立とその後」（納富信留）、「19 世紀にお
けるドイツ文献学の体系化」（矢羽々崇）等。 
 
（２）国内外で開催される関連テーマの学会
で、各自が発表をおこなうとともに、各種学
会誌での論文の公刊も積極的に展開した。と
くに研究代表者は、プロジェクト開始の早い
段階で、ヨーロッパ編集文献学会での発表、
また同学会誌での欧文の論文の公表をおこ
ない、海外の研究者に本プロジェクトの存在
を認知させて、各国の代表研究者との協力体
制を築いた。 
 
（３）2015 年 3 月 17 日には、国際ワークシ
ョップ「日本における＜文献学＞の受容と展
開」を埼玉大学にて、18 日には国際シンポジ
ウム「編集文献学の理論と実践」を慶應義塾
大学にて、アメリカから編集文献学会元会長
ピーター・シリングスバーク名誉教授（ロヨ
ラ大学）、ドイツから史的批判版ビューヒナ
ー全集編集主幹ブルクハルト・デードナー名
誉教授（マールブルク大学）を招いて開催し
た。また、2015 年 10 月 11 日、12 日には国
際シンポジウム「近代日本の教養形成とテク
スト編集」を埼玉大学にて、ベルギーからヨ
ーロッパ編集文献学会前会長ディルク・ヴァ
ン・ヒュレ教授（アントワープ大学）、ポル
トガルから同学会の現会長ジョアン・ディオ
ニーシオ教授（リスボン大学）を招いて開催
した。さらに、2016 年 2 月 24 日には、国際
セミナー「編集文献学セミナー」を慶應義塾
大学にて、イタリア/アメリカから著名なギ
リシャ文献学者グレン・モスト教授（ピサ高
等師範学校/シカゴ大学）を招いて開催した。 
 
（４）共同研究の成果としての、書籍の執筆
にも努めた。プロジェクト 3年目から、それ
までの蓄積をもとに書籍を公刊する企画を
本格化させた。 
 
４．研究成果 
もっとも特記すべき成果は、2015 年 10 月に
実現した共著書『テクストとは何か-編集文
献学入門』（慶應義塾大学出版会）の公刊で
ある。以下の各章で論じられているテーマは
すべて、本プロジェクトの研究会で報告され
議論されたものである。「序・編集文献学と
は何か」（明星聖子）、「第１章・西洋古典テ
クストの伝承と校訂-プラトン『ポリテイア
（国家）』」（納富信留）、「第２章・著作集編
集と「古典」の成立−ゲーテ『若きウェルテ
ルの悩み』」（矢羽々崇）、「第３章・聖なるテ
クストを編集する−新約聖書」（伊藤博明）、
「第４章・ヨーロッパ中世の俗語文学−チョ
ーサー『カンタベリー物語』」（松田隆美）、「第



５章・可能態としてのテクスト−ムージル『特
性のない男』」（北島玲子）、「第６章・演劇テ
クストの作者は誰？−シェイクスピア『ハム
レット』」（井出新）、「第７章・歌劇の「正し
い」姿？−ワーグナー≪タンホイザー≫」（松
原良輔）、「第８章・モダニズムのテクスト−
フォークナー『響きと怒り』）（中谷崇）、「第
９章・遺稿編集の問題−ニーチェ『権力への
意志』（トーマス・ペーカー）、「終章・テク
ス ト と は 何 か −カフカの遺稿」（明星聖
子）、「結・テクストを読み解く技法」
（納富信留）。これらの章題からうかがわ
れるように、本書では、古典から近代まで
欧米の重要な作品・作家の学術版テクスト
がいかに作られているかを、最新の編集文
献学の動向を折り込みながら解説した。 
 また、書籍の制作以外にも、各自が多数の
論文を執筆し公刊した（本報告書では、主な
もののみ挙げているが、総本数は 80 本以上
にのぼる）。なかでも欧文での論文の出版が
多い点は特筆できる。 
 さらに、上記のとおり国際シンポジウムお
よび国際セミナーの開催を成功させた。各会
議では、招聘教授による基調講演に加えて、
プロジェクトメンバーも日本の状況を発信
するべく研究報告をおこなった。とくに 2015
年 10 月 11 日と 12 日に開かれた国際シンポ
ジウムでの日本側からの報告は、本プロジェ
クトの総まとめとでもいうべき内容であっ
た。略述すれば、11 日の「近代日本と西洋文
献学」というテーマのセッションでは、プロ
ジェクトメンバーの黒田彰、武井和人、近藤
成一が「日本古典研究における文献学」とい
う共通タイトルでそれぞれ「芳賀矢一から久
松潜一へ」「黒川真道」「黒板勝美」を題材に、
また宗像和重が「日本近代の文学全集（叢書）
と国民国家形成」というタイトルで発表した。
12 日の「近現代日本における西洋古典作品の
受容」をテーマにしたセッションでは、メン
バーの納富信留、矢羽々崇、明星聖子がセッ
ションテーマについてそれぞれプラトン、ゲ
ーテ、カフカを対象に発表したうえで、パネ
ルディスカッションをおこなった。 
 こうした活動をとおして、編集文献学とい
う新しい学問潮流を、学際的な構成のプロジ
ェクトメンバーによって総合的に理解する
という当初の目的は十分に達成されたとい
えよう。また、その知見をできるだけ多くの
人々にわかりやすく伝えるべく、公開の国際
シンポジウムを開催し、また書籍の出版も実
現したことは、意義ある成果だったと考えて
いる。 
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